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　昨年の岩淵達治教授に続いて、本年4月に早川東三教授がドイツ文学科
を定年で離れられることになった。有能なお二人の先生とお別れすること
に加えて、今進行中の大学改革の方針に基づいて、後任教員の補充は不可
能だから、このことはドイッ文学科にとって二重の意味で大きな痛手とな
る。せめての慰めと言えるのは、早川教授が昨年十月から学習院女子大学
学長を兼務されているので、4月以降は女子大学学長の業務に専念される
ことになり、少なくとも学習院には残られることである。今後もお目にか
かる機会は時々あると思われる。本稿の依頼の主旨はドイツ文学科主任と
して科を代表するものでなく、長年の同僚のひとりとしての個人的な回顧
をというものだから、私の目に映った先生像をいろいろな事実と関連して
思い起こすことのできるかぎりお示ししたいと思う。
　先生と初めてお会いした、というより先生をお見かけしたのは昭和30年
で、それも5月なかばの中津川渓谷への独文科の親睦バス旅行の時であっ
た。偶然にもその年に先生は教員（専任講師）として、私は政治学科からの
転科学生として当時の独文科とかかわりを持つことになった。だから先生
にとっても私にとっても初めてのいわば歓迎会的な催しに参加して、新任
の優秀な先生だと同級生に耳打ちされた記憶があるが、そのお若い先生は
バスに酔う、というよりは、新任の先生を試そうという学生たちのたくら
みに引っかかって泥酔されたというイメージをその時はもっていた。その
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後どういうめぐり合わせか、私の学生としての3年間の在籍中に、先生の
授業に出たことはわずか半年足らずに過ぎない。非常勤講師の或る先生が
体調を崩されたため、秋から急きょ早川先生の担当ということになった。
その頃の先生はお若いこともあったが、高い身長に比べて体重がとても軽
くて今日の先生のお姿からは想像もできないほどであった。ご自身のお話
だと現在より約25キロすくなかったそうである。声が低く、もの静かな態
度で終始されていたという印象しか私には残っていない。まさかその後約
44年にわたって先輩として公私にわたってご指導を受けることになるとは
夢にも思わなかった。もし私が他大学の院生時代に学習院の独文研究室の
嘱託として勤務することがなかったら、そしてその後に学習院大学の専任
として奉職することがなかったら、例えば学会の委員会あたりで多少の接
触はあったにせよ、依然としてこの印象に大きな変化はなかったといえる
だろう。
　さて、先生は着任2年後には、その前年の岩淵先生同様に、異例の早さ
（大学卒業後5年）で助教授に昇進され、翌昭和33年夏から1年半DAADでボ
ン大学に留学された。後ろ髪引かるる思いで（？）帰国されてのち、留学中の
体験を基に一種の比較文化論ともいうべき「じゃぱん紳士」を書かれて、
これがベスト・セラーになってから、一時期テレビや雑誌で活躍されもし
たが、平行して始められていたNHKのラジオとテレビのドイツ語講座のほ
うに次第に重点をおかれて行くようになった。結局この放送の担当は17年
間におよび、現フェリス学院長小塩節氏の18年に次いで2位だそうである
が、ご両所の持続的エネルギーのすごさには、圧倒されるばかりだ。
　先生の卒業論文が古ザクセン語を対象にしたものであり、私の修士論文
が古高ドイツ語のテーマであったから、共に語学ということで、昭和30年
代の一時期よくご一緒に勉強や仕事をさせて頂いた。現在の北1号館に
あった研究室に、夏休み中は毎日のように通い、エアコンがまだなかった
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から、窓やドアを開け放して風通しをよくし、滅多に偉い先生方は、研究
室にみえなかったから、ランニングシャツにショートパンツといった格好
で机に向かっていたものである。午後3時半ごろになると学内のプールで
ひと泳ぎしてさっぱりしてから、4時過ぎに学校を出る。同じ井の頭線
の、先生は浜田山、私は永福町に家があったから、毎度のように新宿で下
車し、「軽く一杯」ということになるが、結局は「腹一杯」になる場合が
多かった。それでも翌日はまた研究室で普通に勉強できたのは、やはり先
生も私も若くて消化力が強かったからであろうが、いまの学生諸君をみて
いると、全然飲めないひとが結構多く、消化力より体質の問題なのだろ
う。私が所帯をもって住まいが変わるころまで断続的に続いただろうか
（ちなみに私の結婚式では、気軽に司会を引き受けて下さり、後年長男の
結婚式で媒酌人を勤めていただき、まことに恐縮している）。ことアル
コールに関して言えば、この時期大変鍛えられたから、まさに「恩師」で
あるが、不肖の弟子はけしからんことに、授業料をほとんど払った記憶が
ないのである。
　先生の生涯の転機とも言うべき時期は、昭和47年に43歳という異例の若
さで文学部長に就任された頃だろう（奇妙にもこの頃から体重は増加の一
歩をたどる）。それまでも独文学会の常任理事等を長く勤めておられた
が、大学では入試委員等になられていたにすぎない。しかし実はこの委員
の時の実績が評価された結果、比較的若い先生方の圧倒的支持を受けられ
たと思う。そしてなんと7年間も学部長職に留まられた。会議の進行の鮮
やかさは実に見事で、わたしが接した学部長の中で会議が最も短かかった
ことにくわえて、学部長選任規定の任期の条項が不備であったことにもよ
るが、新規定の制定によってやっと解放されたというわけである。とはい
え、59年に学習院常務理事になられるまでには文学部の言語共同研究所
長、学習院評議員に選ばれているから、ほとんど休みなくといって良い。
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学習院常務理事を3年勤められて大学に戻られると、翌年にはまたもや文
学部長に、一年半後には学長に選ばれた。再選期をいれて6年間勤め上げ
られ、本年3月定年退職という予定であったが、昨年10月には新設の学習
院女子大学の2代目学長にと懇望されて今日に至っている。本年4月から少
なくとも3年間、在職されることになるだろう。
　学外においても、いろいろな役職を見事にこなされて、日本独文学会理
事長、財団法人ドイツ語学文学振興会理事長のほか、ドイツの諸機関の学
術顧問（現在なお）等を勤められ、その功績に対して昭和59年にはドイツ民
主共和国グリム賞とライプチヒ大学名誉哲学博士号を、平成5年にはドイ
ッ連邦共和国功労勲章大十字功労賞を受けられている。また数多くの研究
論文をかかれたが、その他にお若いころから数々の辞書・辞典類の共著に
携わった経験を生かされて、昭和57年の「デイリーコンサイス独和辞典」
（三省堂）を皮切りに、　「ドイツ・ハンドブック」（三省堂、昭和59年）、
「日独口語辞典」（朝日出版社、昭和60年）、　「新コンサイス独和辞典」（三
省堂、平成10年）の編者となられている。辞書の編纂という仕事は、私を
含めて経験のおありの方は身に沁みておられていることと思うが、実に時
間と根気を要求する分野である。時に若い研究者の場合には過酷な条件の
ゆえに病気になったり、家庭に犠牲を強いることもある。この種の仕事に
継続して従事されることは、よほどの意志力を持っていなければならな
い。しかし早川先生に関して言えば、研究室などで同僚たちと意見の交換
や助言をもとめたりはするが、私の見るところ、常に余裕を感じさせると
ころがあった。これは先生の役職の遂行上でも、常に私が驚嘆していたと
ころである。
　昭和39年に岩淵、村田両先生と私があいついで結婚するまで、時に岩淵
先生のアパートで麻雀の卓を囲む僅かな一時期があった。アルコールも欠
かせない状態でのことだから、軽口が飛びかい、誰かが先生のことを「ボ
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ヤキの東三」さんと評したことがある。その時はあまり気にしなかった
が、その後長いつき合いを通して、先生がまさに「ボヤキの名手」だと痛
感したことがたびたびあった。ある有名作家が書いている通り、　「実はこ
の上質のボヤキくらい、本当は知力、冷静さ、気力がいるものはない」の
である。つまり「その名手は実際は大変強い人物なのであるが、まわりの
人間が疲労その他から、精神的にアゴを出しそうになる前に、まず自分が
ボヤいて見せて、それで心理的な釣り合いをとろうということ」をする。
その結果みんなが「彼の手にうまく引っかかり、一人がボヤクと他人はお
かしくなる、という力関係通り、彼にうまくゆかないことは全部おっかぶ
せて笑って過ごす」ことができるわけである。こうしてドイツ文学科も文
学部の他のメンバーも何度かこの恩恵をこうむってきたと私は思う。
　戸山キャンパスでも、今後ぜひ健康に留意されつつ、この独自の力を発
揮されて理想的な女子大学の実現に専念されるよう祈って、お別れの言葉
とする。
（学習院大学ドイツ文学科教授）
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